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 要 旨   

目的： 

COVID-19 のパンデミック時のアルコール消費とアルコール関連問題を報告した出版物をナ

ラティブレビューでまとめた。 

方法： 

方法は以下の通り。ProQuest、Web of Science、Google Scholarで 2020 年に出版された論

文を検索した。この検索では、2つの用語を使用した。「アルコール」と「COVID」であった。

追加の論文を特定するために、論文のリファレンスリストをレビューした。 

結果： 

結果は以下の通りであった。アルコール摂取量の増加とアルコール関連の害をめぐる懸念が

高まっていた。これらの懸念は、COVID-19 および/またはアルコール使用障害を有する人に

おける過剰なアルコール摂取の影響と、有害な飲酒、アルコール使用障害、離脱症状、親密

なパートナーからの暴力、子どもへの危害、自殺、精神衛生上の問題および非伝染性疾患の

有病率の潜在的な増加に関連している。パンデミックの間、アルコール使用を評価し、適切

なアドバイスを提供する必要性が強調されている。 

結論： 

今こそ行動を起こすべき時であり、アルコール関連の問題の増加を防ぐために必要なすべて

の対策を採用すべきである。同時に、医療サービスは、パンデミックによってもたらされる

物理的な距離などの例外的な状況に適応しながら、このような潜在的な増加に備えるべきで

ある。 

 


